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（
平
成
1
3
年
３
月
3
1
日
現
在
）

○
町
で
は
、
町
民
の
皆
様
が
納
め

ら
れ
た
税
金
や
国
・
県
支
出
金
等

が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か

を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
６
月
と

1
2
月
の
年
２
回
、
広
報
壬
生
で
財

政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
公
表
す
る
も
の
は
、
平
成

1
2
年
度
下
半
期
の
収
入
・
支
出
状

況
に
つ
い
て
で
す
が
、
決
算
額
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
平
成

1
3
年
４
・
５
月
の
２
ヶ
月
問
を
1
2

年
度
の
債
権
、
債
務
を
整
理
す
る

た
め
の
期
間
と
す
る
こ
と
が
認
め

ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
　
一
般
会
計
の
概
要

○
平
成
1
2
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算

は
、
１
０
３
億
６
。
３
０
０
万
円
で
し

た
。
こ
ち
ら
に
、
平
成
Ｈ
年
度
か
ら
の

繰
越
額
及
び
４
回
の
補
正
予
算
額
を
加

え
る
と
当
初
予
算
に
比
べ
て
４
・
８
％

増
の
１
０
８
億
６
。
０
１
８
万
４
千
円

に
な
っ
て
い
ま
す
。
科
目
別
の
状
況
に

つ
い
て
は
、
別
表
の
と
お
り
で
す
。

一般会計
歳　入　　　　　　　　（単位：千円：％）

科　　　目 予算額 収入済額 収入率

町　　　　　　税 4,709,160 4,516,175 95.9

地方譲与税 160,000 176,142 110」

利子割交付金 150,000 195,030 130.0

地方消費税交付金 300,000 360,392 120.1

ゴルフ場利用税交付金 50,000 47,531 95.1

特別地方消費税交付金 Ｉ 155 15,500.0

自動車取得税交付金 100,000 115,789 115.8

地方特例交付金 170,934 170,934 100.0

地方交付税 2,752,192 2,875,312 104.5

交通安全対策特別交付金 10,000 8,467 純７

分担金及び負担金 98,830 94,946 96.1

使用料及び手数料 147,670 147,427 99.8

国庫支出金 516,245 479,365 92.9

県　支　出　金 486,172 414,984 85.4

財　産　収　入 8,905 8,866 瞳６

寄　　附　　金 72,251 73,884 102.3

繰　　人　　金 114,153 114,151 100.0

繰　　越　　金 530,367 530,368 100.0

諸　　収　　入 218,004 202,149 92.7

町　　　　　　債 265,300 20,000 7.5

合　　　　　　計 10,860,184 10,552,067 97.2

-

知
っ
て
お
き
た
い

　
財
政
用
語
　
一

　
壬
生
町
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
ご
理

解
い
た
だ
く
た
め
に
、
基
本
的
な
用
語

に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

▼
予
算
と
は

　
町
の
業
務
は
、
暦
年
で
な
く
、
４
月
か

ら
３
月
ま
で
の
１
年
間
を
サ
イ
ク
ル
と
し

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
町
が
使
え
る
お

金
に
対
し
て
、
何
に
ど
れ
だ
け
の
お
金
を

活
用
す
る
か
予
定
を
示
し
た
計
画
の
こ
と

を
「
予
算
」
と
い
い
ま
す
。

　
ま
た
、
予
算
は
、
「
町
の
行
政
が
ど
の
よ

う
な
形
で
行
わ
れ
て
い
る
か
を
具
体
的
に

表
現
し
、
町
民
の
皆
様
に
情
報
を
提
供
し
、

納
め
た
税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
、
効

果
が
ど
の
よ
う
に
還
元
さ
れ
る
か
を
知
る
」

と
い
う
意
味
か
ら
重
要
な
役
割
を
持
つ
も

の
と
い
え
ま
す
。

▼
一
般
会
計
と
は

　
町
の
基
本
的
な
行
政
運
営
に
必
要
な
経

費
を
計
上
し
た
会
計
の
こ
と
で
、
町
の
会

計
の
最
も
中
心
を
な
す
も
の
で
す
。
例
え

ば
、
議
会
費
、
総
務
費
、
民
生
費
、
土
木

一

費
、
教
育
費
等
が
一
般
会
計
に
計
上
さ
れ

ま
す
。

　
こ
の
他
に
、
特
定
の
事
業
を
行
う
た
め

に
設
け
ら
れ
た
会
計
を
「
特
別
会
計
」
と

い
い
、
壬
生
町
で
は
、
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
・
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会

計
・
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

▼
歳
入
と
は

　
１
年
間
に
町
に
入
る
全
て
の
収
入
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。
こ
れ
が
、
１
年
間
に
町

が
活
用
す
る
こ
と
の
で
き
る
お
金
と
な
り

ま
す
。
つ
ま
り
、
歳
入
の
金
額
に
よ
っ
て

歳
出
の
額
が
決
ま
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。

▼
歳
出
と
は

　
１
年
間
に
町
が
活
用
す
る
全
て
の
支
出

の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
町
は
、
こ
の
お
金

で
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

２



《税の負担状況》

(単位：千円：％)出歳

科　　　目 予算額 支出済額 支出率

議　　会　　費 155､372 152,432 眠１

総　　務　　費 1,646,72/1 1,137,770 眺１

民　　生　　費 1､700,964 1,556,991 91.5

衛　　生　　費 992,395 903,154 91.0

労　　働　　費 16,893 15,528 旺９

農林水産業費 433,071 383,722 88.6

商　　工　　費 377,466 337,138 阻３

土　　木　　費 2,3/1/1,387 1,640,170 70.0

消　　防　　費 636,713 608,793 95,6

教　　育　　費 1,312,643 1,180,194 89,9

災害復旧費 13,850 8,137 58.8

公　　債　　費 1,213,058 1,099,525 90.6

諸　支　出　金 ３ ０ 0.0

予　　備　　費 16,645 ０ 0.0

合　　　　　　計 10,860,184 9,023,554 83.1

り

・゜’　　44,022円　55,064円　　995円　5,438円　7,798円

134,188円167,845円3,034円16,577円23,770円

113,565円

１世帯当たり

　346,173円

(平成13年３月末人□39,767人，世帯数13,046戸)

ﾚ地方債現在高

/二　>ダ
一般単独事業債　　　26億9,572万1千円

一般廃棄物処理事業債　28億1,665万3千円 白目白白大淵白白

寸三絃原‰消

義務教育施設整備事業債　11億4,471万6千円
几鋤指圧

………嵯1………………………

財源対策債　　　　9ｲ意1，959万3千円 洛陽回　－二回

厚生福祉施設整備事業債　　　2ｲ意834万7千円
一舟曼公共事羨tｲ責　　　　　９，６３１万４千円

1咸11又ｷ甫てんｲ貴　　　　6ｲ意２，０９６万５千円

公営ｲ主宅刈墜言曼事業債　　　　8,441万2千円

∧ﾉ＼］

ﾀﾞン

プ才六

臨時秒糾又辛甫てんｲ責　　　　　　　　１ｲ意円

そのｲ也　　　　　１ｲ意2，735万２千円

上水道事業債　　　27億5,687万3千円

下水道事業債　　　76億5,900万1千円
匹拶姉3↑

レ“濃業集落排水事業債………-３億37-9釦万紆丹ﾆｰ

-

知
っ
て
お
き
た
い

　
財
政
用
語
二

　
以
上
の
よ
う
に
、
町
の
予
算
の
内
容

は
、
歳
入
と
歳
出
に
大
き
く
分
け
ら
れ

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
よ
り
深
く

理
解
す
る
た
め
に
、
も
う
少
し
用
語
の

意
味
を
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

歳
入
に
つ
い
て

▼
町
税
と
は

　
税
金
に
は
、
そ
の
性
質
や
内
容
に
よ
り
、

国
、
県
、
町
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
て
納
め
ら

れ
る
も
の
が
あ
り
、
そ
の
中
で
町
に
納
め

ら
れ
る
も
の
を
『
町
税
』
と
い
い
ま
す
。

　
主
な
も
の
と
し
て
は
、
町
内
に
住
所
の

あ
る
皆
さ
ん
が
納
め
る
町
民
税
や
資
産
を

お
持
ち
の
方
が
納
め
る
固
定
資
産
税
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

▼
地
方
特
例
交
付
金
と
は

　
恒
久
的
な
減
税
の
実
施
に
伴
い
、
平
成

Ｈ
年
度
か
ら
新
た
に
国
よ
り
財
政
措
置
さ

れ
ま
し
た
。
地
方
税
の
代
替
的
性
格
を
持

ち
、
全
て
の
地
方
公
共
団
体
に
配
分
さ
れ

ま
す
。

▼
地
方
交
付
税
と
は

　
国
に
納
め
ら
れ
た
一
部
の
税
金
を
一
定

割
合
の
額
で
、
地
方
公
共
団
体
が
等
し
く

事
務
を
遂
行
出
来
る
よ
う
、
国
か
ら
町
に

配
分
さ
れ
る
税
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
全
国
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も

バ
ラ
ン
ス
よ
く
、
公
平
な
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
国
庫
支
出
金
と
は

　
町
が
行
う
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
必
要
な
お

金
の
一
部
あ
る
い
は
全
部
に
つ
い
て
、
国

か
ら
町
に
支
払
わ
れ
る
お
金
の
こ
と
で
す
。

▼
町
債
と
は

　
町
の
長
期
に
わ
た
る
借
入
金
の
こ
と
で

す
。
道
路
や
橋
、
ま
た
は
学
校
な
ど
の
よ

う
に
長
期
に
わ
た
っ
て
利
用
さ
れ
る
施
設

の
建
設
に
必
要
な
資
金
に
つ
い
て
、
世
代

間
の
負
担
の
公
平
を
図
る
観
点
か
ら
、
町

債
と
い
う
形
で
お
金
を
調
達
し
対
応
し
て

い
ま
す
。

３
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介護保険事業　農業集落排水事業

　資本的収支の収入額が支出額に対して
(

過年度及び当年度損益勘定留保資金、

　収支調整額で補てんしました

歳
出
の
主
な
活
用
の

　
　
さ
れ
方
に
つ
い
て

　
歳
出
に
つ
い
て
も
、
歳
入
と
同
じ
よ
う

に
予
算
の
内
容
は
、
そ
の
目
的
ご
と
に
款

と
呼
ば
れ
る
区
分
で
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

主
な
款
が
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
活
用
さ
れ

て
い
る
の
か
を
、
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

▼
総
務
費

　
全
般
的
な
管
理
事
機
企
画
調
整
事
務
、

徴
税
事
務
、
本
庁
舎
の
維
持
管
理
等
に
要

す
る
経
費
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
民
生
費

　
障
害
者
や
高
齢
者
に
対
す
る
福
祉
の
充

実
、
子
育
て
環
境
づ
く
り
の
推
進
な
ど
に

要
す
る
経
費
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
衛
生
費

　
環
境
の
保
全
、
健
康
の
増
進
、
ご
み
・

し
尿
処
理
な
ど
に
要
す
る
経
費
が
計
上
さ

れ
て
い
ま
す
。

▼
農
林
水
産
業
費

　
農
業
の
振
興
に
要
す
る
経
費
、
生
産
基

盤
の
整
備
に
要
す
る
経
費
な
ど
が
計
上
さ

れ
て
い
ま
す
。

▼
商
工
費

　
中
小
企
業
の
振
興
及
び
観
光
の
振
興
な

ど
に
要
す
る
経
費
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
土
木
費

　
道
路
、
橋
梁
、
公
園
な
ど
の
整
備
及
び

維
持
管
理
な
ど
に
要
す
る
経
費
が
計
上
さ

れ
て
い
ま
す
。

▼
教
育
費

　
小
中
学
校
の
教
育
の
充
実
、
生
涯
学
習

の
推
進
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
な
ど

に
要
す
る
経
費
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
公
債
費

　
町
債
の
元
金
返
済
と
利
息
の
支
払
い
を

計
上
し
て
あ
り
ま
す
。

４



高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
ご
紹
介

　
町
で
は
在
宅
高
齢
者
に
対
し
、

援
事
業
を
提
供
し
て
い
ま
す
が
、

　
　
紙
お
む
つ
給
付
事
業

＊
利
用
対
象
者

　
介
護
保
険
要
介
護
度
３
か
ら
５
に
認

定
さ
れ
た
紙
お
む
つ
を
使
用
し
て
い
る

方
に
給
付
券
を
支
給
し
ま
す
。
但
し
、

介
護
保
健
施
設
入
所
者
は
除
か
れ
ま
す
。

＊
サ
ー
ビ
ス
内
容

　
給
付
月
４
月
・
７
月
・
1
0
月
・
１
月

に
月
３
。
５
０
０
円
で
購
入
で
き
る
数

量
の
給
付
券
を
３
か
月
ま
と
め
て
支
給

し
ま
す
。
給
付
券
は
指
定
販
売
店
で
紙

お
む
つ
と
引
き
換
え
ら
れ
ま
す
。

　
　
日
帰
り
介
護

　
　
（
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
）
事
業

＊
介
護
保
険
が
適
用
に
な
ら
な
い
自
立

の
高
齢
者
で
、
老
人
福
祉
施
設
へ
の
通

所
に
よ
り
入
浴
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
心
身
機
能
の
維
持
向
上
並
び
に
家
族

の
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

＊
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

　
入
浴
サ
ー
ビ
ス
・
健
康
チ
ェ
ッ
ク

　
送
迎
サ
ー
ビ
ス

介
護
予
防
・
生
活
支
援
・
家
庭
介
護
支

今
回
も
そ
の
一
部
を
紹
介
致
し
ま
す
。

＊
利
用
料
金

　
利
用
期
間
は
６
か
月
を
限
度
と
し
週

一
回
の
利
用
・
利
用
日
時
等
は
実
施
機

関
と
協
隋
入
浴
サ
ー
ビ
ス
・
健
康
チ
ェ
ッ

ク
・
送
迎
サ
ー
ビ
ス
で
１
。
０
０
０
円

　
給
食
サ
ー
ビ
ス
は
自
己
負
担

高齢者への入浴サービス

　
　
軽
度
生
活
援
助
事
業

　
お
お
む
ね
6
5
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら

し
及
び
高
齢
者
伊
帯
で
、
日
常
生
活
の

お
世
話
や
外
出
時
の
援
助
を
行
い
在
宅

で
自
立
し
た
生
活
を
可
能
に
す
る
た
め

の
援
助
を
行
い
ま
す
。

ｊ２ぐ

＊
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

・
外
出
時
の
援
助
・
食
事
食
材
の
買
物

・
生
活
必
需
品
の
買
物
・
関
係
機
関
へ

の
連
絡
・
家
の
周
り
の
手
入
れ
・
軽
微

な
修
繕
等
そ
の
他
必
要
と
認
め
る
も
の

の
援
助
を
行
い
ま
す
。

＊
利
用
料
金

　
外
出
時
の
援
助
　
　
　
4
0
0
円

　
庭
の
周
り
の
手
入
れ
　
5
0
0
円

　
庭
の
周
り
の
除
草
　
　
3
5
0
円

　
食
事
・
良
材
・
生
活
必
需
品
の
買
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
0
0
円

　
関
係
機
関
へ
の
連
絡
　
5
0
0
円

　
家
屋
の
軽
微
な
修
繕
　
7
5
0
円

　
　
（
金
額
は
１
時
間
当
り
で
す
）

ｆ

　
災
害
弱
者
緊
急
通
報

　
　
　
　
　
　
　
　
　
装
置
貸
与

　
日
常
生
活
上
の
緊
急
事
態
に
機
敏
に

行
動
す
る
こ
と
が
困
難
な
ひ
と
り
暮
ら

し
及
び
身
体
的
弱
者
等
に
対
し
緊
急
通

報
装
置
を
貸
与
し
ま
す
。

＊
サ
ー
ビ
ス
内
容

　
緊
急
通
報
装
置
及
び
ハ
ン
ズ
フ
リ
ー

ボ
ッ
ク
ス
、
ベ
ン
ダ
ン
ト
型
無
線
発
信

ゝ W ゛

緊急通報装置

器
及
び
受
信
機
・
リ
モ
ー
ト
ス
イ
ッ
チ

の
貸
与
。

＊
利
用
料
金

　
貸
与
に
つ
い
て
は
無
料
。
ダ
イ
ヤ
ル

使
用
料
及
び
設
置
工
事
費
は
自
己
負
担
。

但
し
生
活
保
護
、
前
年
度
町
県
民
税
非

課
税
者
は
ダ
イ
ヤ
ル
使
用
糾
6
0
度
数
ま

で
及
び
設
置
工
事
費
は
町
負
担
。

　
上
記
事
業
を
利
用
す
る
に
は
、
申
請

が
必
要
で
す
。

民
生
部
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

　
　
　
　
　
昔
8
1
１
１
８
３
０

　
町
で
は
、
第
３
干
以
上
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
方
に
「
す
こ
や
か
子
育
て

支
援
金
」
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

★
支
援
金
の
受
給
要
件
、
申
諸
方
法
等

　
は
、
町
福
祉
課
児
童
福
祉
係
（
昔
８
１
１

　
１
８
３
古
　
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。ａ

う
〈
汗

り

こ
…
…

レ
｀

尾崎藍ちゃん

　　　　　ご兄弟

　　(安塚中央)

四櫛＝ｏ

斎藤俊輔ちゃん

　　　　　ご兄弟

　(幸町二丁目)

須藤晃生ちゃんご兄弟

　　(六美町中央)

大橋優貴ちゃん

　　　　　ご兄弟

　　　(筆塚)

早乙女舜哉ちゃん

　　　　　ご兄弟

　　(上表町)

５



　
町
で
は
、
急
増
す
る
ご
み
問
題
に
対
処
す
る
た
め
、
ご
み
の
減
量
化
・
　
一

資
源
化
を
推
進
し
、
そ
の
一
環
と
し
て
資
源
ご
み
回
収
報
償
金
交
付
要
一

綱
を
制
定
、
町
民
総
参
加
に
よ
る
ご
み
減
量
化
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
］
、

こ
の
資
源
ご
み
回
収
運
動
に
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
昨
年
度
一

１
年
間
で
約
５
５
６
ト
ン
の
ご
み
を
資
源
化
（
減
量
）
並
び
に
約
１
０
　
一

了
万
３
千
本
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
回
収
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
　
　
一

資
源
ご
み
を
回
収
後
さ
ら
に

分
別

-

資
源
ご
み
回
収
実
績

　
　
　
　
　
（
5
3
団
体
）

回
収
内
訳

新

聞
　
紙

鉄ビ布ダ雑
　　　　　ン

く　ン　　ボ
　　　　　Ｉ

ず類類ル誌
　
　
　
　
　
(
N

L
r
3￥
a

C
N
&
z
ノ

　
　
　
　
　
　
　
【
リ
９
】
・
７
卜
｀
ノ

1
　
　
‐
s
c
'
s
‐
a
ト
｀
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
・
Ｏ
ト
ン

　
　
　
　
　
　
　
７
１
・
（
リ
ト
｀
ノ

　
　
　
　
　
　
　
ー
ー
・
２
ト
ン

ア
ル
ミ
・
銅
類

そ
　
の
　
他

合

計

６
・
６
ト
ン

３
・
２
ト
ン

L
n
L
f
;
3
L
Q

s
N
4
z
ノ

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
回
収
実
績

　
　
　
　
　
　
（
6
6
団
体
）

回
収
本
数

ｌ
ｔ
０
７
３
。
２
２
６
本

平成12年度団体別　資源ごみ・ペットボトル回収実績表

団　体　名 資源ごみ

　　　(kg)

ベットボトル(本)
団　体　名 ｏ詰

ベットボトル(本)
団　体　名 資源ごみ

　　(kg)

ペットボトル(本)

大 小 大 小 大 小

いずみ育成会 7,700 - - 消費者友の会 - 2,588 4,311 壬生町立壬生中学校ＰＴＡ 42,992 25,566 36,587
いずみ自治会 - 2,221 2,367 城東町自治会 - 2,484 3,476 壬生町立壬生中学校生徒会 - 10,756 17,096

一心会 5,934 593 1,205 城内自治会 了,710 7,951 7,511 壬生町立南犬飼中学校ＰＴＡ 9,164 30,290 44,714
ふ　ごムぶゝ、-7井自，。7 2,200 - - 城南長寿会 13,318 - - 壬生町立睦小学校 - 6,561 14,432
駅東子供会育成会 10,548 2,860 5,620 生活改善クラブあざみ会 2,696 - - 壬生町立安塚小学校ＰＴＡ 17,725 - -

落合子ども会育成会 - 425 1，100 生活改善クラブ弥生会 9,084 3,103 4,664 壬生町立安塚小学校児童会 - 6,759 9,965
落合自治会 - 8,359 12,309 せせらぎ会ﾃﾞｨｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰｳｨｽﾞ - 26,160 156,680 壬生町立やすづか保育園保護者会 2,651 3,687 5,146
おもちゃのまち子供育成会 4,251 1，134 1，771せせらぎ学園第３班 38,367 26,053 106,448 睦作業所保護者会 55,302 52,972 33,664
上稲葉上町天狗杉班 1，390 820 1，363台坪生活改善クラブ - 745 4,095 六美町中央育成会 11，000 3,515 4,745
上稲築上町中組 4,299 １，１１０ 1,529 東下台育成会 6，144 978 1，500 六美町南部育成会 - 3,042 3,799
上表町ときわ会 - 5,067 24,200 栃木県立壬生高等学校 10,790 200 14,000 六美北部育成会 月,652 - 一

上田子供育成会 17,540 3,冒9 4,071 中泉子供育成会 8,365 1，575 2,130安塚青葉二班 1、324 272 516
上通町自治会 11，233 1，785 2､917 中裏町自治会 5,129 1，748 2,249安塚－あけぼの会 7,372 2,239 2,006

北小林子供会育成会 11，909 2,406 5,065 七ツ石すみれ会 - 320 160 安塚三自治会 19,477 6,381 9,460
車塚育成会 3,020 510 480 西高野老人クラブ 8,590 - - 安塚中央コスモス会 9,667 636 985

県営壬生住宅育成会 - 6,944 8,030 のぞみホームを応援する会 1,828 13,220 20,698 ゆうがお会 4,020 1，800 1，740

県営壬生住宅自治会 4,684
が 　 　 = - 馬場自治会 2,130 700 400 万町自治会 10,467 1,930 3,230

鯉沼自治会 18,091 4,410 6,130フリーマーケットの会 - 1，746 3,163 ルネプラッツ22 - 1，929 4,895

秋桜 - 2,394 2,514 星の宮育成会 6,525 724 327

雇用促進住宅育成会 2,585 - - 緑町一丁目自治会 25,914 9,200 10,350

さくらんぼ共同保育園育てる会 4,274 656 1，425緑町二丁目自治会 6バ17 2,069 2,941
幸町一丁目育成会 1，910 - - 緑町三・四丁目育成会 4,004 2,305 2,801
幸町三丁目育成会 2,028 - - 壬生寺保育園 679 2,781 3,914
幸町四丁目育成会 3,452 - - 壬生町立いなば保育園保護者会 - 1，682 3,148
三修会壬生北剣道教室 2,014 4,728 8,570 壬生町立稲葉小学校ＰＴＡ - 5,419 6,601
至宝町婦人会 - 8,762 10,383 壬生町立しもだい保育園保護者会 - 330 535

至宝南子供育成会 - 760 1，670 壬生町立羽生田小学校ＰＴＡ 27､225 6,524 10,422

下表町自治会 16,979 6,091 8,604 壬生町立藤井小学校 12,633 1，979 3,816
下台団地子供会育成会 - 3,849 4,830 壬生町立壬生北小学校 - 3,484 6,485
下横町自治会 25,962 6,485 7,778 壬生町立壬生小学校 - 5,665 7,874 合　　　　計 555,664 365,616 707,610

６



平成13年度

地域住民のリーダーとして　行政協力委員さん決まる
　町内自治会代表として、また、地域の皆さんと行政のパイプ役としてご活躍いただく、平成13年度の行

政協力委員さん79人がこのほど決まりました。一年間お世話になりますので、よろしくお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(敬称賠)

一 一

壬　生　地　区 至宝町北 呑田部民洽 中　　　央 山田　浩之

自治会名 氏　　名 六美町北部 花田　　薫 北　　　原 宇賀神　弘

下　表　町 安田　　稔 ひばりケ丘 稲垣　　稔 台　　　宿 秋山　健二

中　表　町 渡辺　喜夫 緑町一丁目 粂川　　悦 下　　　坪 木野内松見

下　横　町 長　　忠言 緑町二丁目 沖　　春雄 東　　　原 石川　昭三

今　　　井 鈴木　正男 幸町一丁目 中田　洋子 鯉　　　沼 足助　良平

上　表　町 落合　仲造 幸町二丁目 谷口　一男 福　和　田 小出　　昇

東　下　台 橋本　紘一 幸町三丁目 佐藤　義勝 南犬飼地区

城　束　町 金田　恵介 幸町四丁目 宇賀神勝男 北　小　林 刀川　　保

舟　　　町 野田　一郎 おもちゃのまち 中尾靖一郎 安　塚　一 横尾　真一

栄　　　町 半井　　宏 い　ず　み 小林　　隆 安　塚　二 入江　正蔵

仲　通　町 太田　貞夫 六美町南部 渡遁　敏夫 上　長　田 須藤　治三

上　通　町 大森　　忠 車　　　塚 大橋　重男 上　　　田 朝日　　昭

三　好　町 戸崎　勝利 六美町中央 福田　　柴 中　　　泉 荒井　一郎

旭　　　町 戸崎　　守 下台団地 大塚　喜市 助　　　谷 渡辺　武雄

万　　　町 松本　　完 駅　　　束 永沼　　彰 助　谷　原 小貫　　宜

上　新　町 梁島　　進 至宝町南 松本　正義 落　　　合 宇賀神米治

ド　馬　木 殿塚　ｲ言昭 県営壬生住宅 野田　定之 国谷中央 杉田　哲司

西　高　野 高山　宗男 稲　葉　地　区 国谷新田 増山　弘

城　　　内 小野塚謙三 釜　ケ　渕 甫坂　茂男 緑町三丁目 森田　幸男

城　　　南 水井　正成 原　　　坪 中島　一男 緑町四丁目 永井　源助

馬　　　場 阿久津柴治 鹿　　　島 梁島　貞男 あけぼの 落合　好夫

原　　　宿 布施米善作 下馬木(稲葉) 粂川　政弘 安　塚　三 川津　　守

田向稲荷内 篠原　　稔 下　　　町 大場　ｲ中一 安塚南部 蔦　　耕一

上　　　坪 寺内　　武 上　　　町 荒川　　清 若　　　草 上田　裕三

前　宿　坪 栃木　　勝 本　　　郷 高木　亮一 国谷本田 渡辺　有一

台　　　坪 山川　隆男 松　　　原 大森　　保 安塚中央 藤渾　　操

星　の　宮 細井　義雄 西　　　部 落合　　靖

自治会連合会新役員

　
５
月
１
６
口
、
壬
生
中
央
公
民
館
で
自

治
会
連
合
会
総
会
が
開
か
れ
、
平
成
1
3

年
度
の
新
役
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

会
　
長
　
石
川
昭
三
　
　
　
（
東
　
原
）

副
会
長
　
福
田
　
条
元
美
町
中
央
）

　
　
ヴ

理
　
事

　
　
か

　
　
ヴ

横
尾
真
一
　
　
　
（
安
塚
こ

安
田
　
稔
　
　
　
（
下
表
町
）

大
森
　
志
　
　
　
玉
通
町
）

戸
崎
　
守
　
　
（
旭
　
町
）

　
〃
　
　
布
施
木
善
作

　
″
　
　
梁
島
貞
男

　
〃
　
　
大
森
　
保

　
″
　
　
長
井
一
郎

　
〃
　
　
宇
賀
神
水
治

　
〃
　
　
須
藤
治
三

監
　
事
　
大
橋
重
男

　
〃
　
　
　
川
津
　
守

会
　
計
　
大
森
　
保

－－－－－－
上落中根底原

長

田合泉原島宿
－－－－－－

（
車
　
塚
）

（
安
狸
二
）

（
松
　
原
）

-

翼
公
司
上
白

　
月
刊
人
物
学
習
帳

－
合
戦
図
に
見
る
鳥
居
元
忠
１

　
徳
川
の
捨
て
石
と
な
っ
た
忠
臣

・（二）

居
元
忠
の
戦
功
に
は
限
り
が
あ
り
ま

ん

せ鳥

元
忠
は
、
永
鐘
冗
年
Ｔ
５
５
８
）

、
徳
川
家
康
の
三
河
寺
部
城
攻
め

に
従
い
泉
市
と
共
に
初
陣
を
飾
り
、
同

三
年
の
桶
狭
間
の
戦
い
の
前
哨
戦
と
な
っ

城
の
兵
糧
入
れ
、
同
十
二
年
の

川
城
攻
め
、
元
亀
元
年
（
１
５

７
０
）
六
月
の
近
江
姉
川
の
戦
い
に
武

功
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
元
亀
三

年
（
１
５
７
２
）
十
二
月
の
三
方
ケ
原

の
戦
い
で
は
思
わ
ぬ
苦
杯
を
な
め
ま
し

た
。
旗
本
隊
の
元
忠
ら
は
、
武
田
軍
の

先
鋒
・
小
山
田
信
茂
の
部
隊
を
圧
倒
し

ま
し
た
が
、
逆
襲
に
遭
い
、
味
方
は
敗

走
し
ま
し
た
。
元
忠
は
真
涯
と
い
う
辺

り
で
兵
を
返
し
防
ぎ
ま
し
た
が
、
敵
の

矢
を
受
け
ま
し
た
。
天
正
三
年
（
１
５

７
５
）
五
月
の
長
篠
の
戦
い
で
も
馬
場

の
ぶ
は
・
る
　
　
あ
と
べ
か
つ
し
げ

倍
音
隊
、
跡
部
勝
資
隊
を
破
り
七
月
の

諏
訪
原
城
攻
め
で
は
、
先
鋒
と
な
っ
て

奮
戦
中
、
城
中
か
ら
の
鉄
砲
に
よ
り
左

股
を
射
抜
か
れ
ま
し
た
。
危
う
い
と
こ

ろ
部
下
に
助
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の

傷
が
も
と
で
片
足
が
不
自
由
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
元
忠
は
犬

い
　
　
　
た
な
か
　
　
た
か
て
ん
じ
ん

居
城
・
田
中
城
・
高
天
神
城
攻
め
と
い

う
一
連
の
遠
江
・
駿
河
平
定
戦
に
も
各

「
鳥
居
元
忠
編
」

　
地
を
転
戦
、
武
勇
を
示
し
ま
し
た
。

　
　
天
正
十
年
（
１
５
８
２
）
、
織
田
信

　
長
が
本
能
寺
に
た
お
れ
た
の
ち
、
無
主

　
の
地
と
な
っ
た
甲
斐
国
を
攻
め
取
っ
た

　
家
康
は
、
元
忠
を
留
守
部
隊
と
し
て
留

め
ま
し
た
。

耽
々
と
ね
ら
う
北
条
氏
政
・
氏
直
父
子

も
、
一
族
の
氏
勝
・
氏
忠
ら
に
兵
一
万

し
か
し
、
甲
斐
国
を
虎
視

　
　
　
う
じ
ま
さ
　
う
じ
な
お

余
を
預
け
て
郡
内
か
ら
甲
斐
に
侵
入
、

御
坂
峠
を
越
え
古
府
中
に
迫
り
ま
し
た
。

元
忠
は
水
野
腸
液
と
と
も
に
た
だ
ち
に

兵
二
千
を
率
い
て
こ
れ
を
奇
襲
し
勝
利

を
得
ま
し
た
。
そ
し
て
、
追
撃
戦
で
北

条
軍
を
完
全
に
押
し
戻
し
ま
し
た
。
こ

の
戦
闘
で
元
忠
ら
は
首
級
三
百
余
を
あ

げ
ま
し
た
。
家
康
は
「
是
汝
が
武
勇
を

も
っ
て
取
得
た
る
地
な
り
。
永
く
こ
れ

を
領
す
べ
し
」
と
、
元
忠
に
郡
内
一
円

を
与
え
ま
し
た
。
元
忠
の
戦
功
は
以
上

の
ご
と
く
枚
挙
に
暇
が
な
い
ほ
ど
多
戦

に
わ
た
り
ま
す
。

　
次
回
は
「
小
田
原
の
戦
い
と
鳥
居
元

忠
」
で
す
。

長篠合戦図屏風(６曲１隻)
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本格的に水を出し的にあてる

　
町
消
防
団
（
中
根
幸
男
団
長
・
団
員

2
0
3
名
）
　
の
第
2
0
目
ポ
ン
プ
操
法
大
会
が

４
月
1
5
目
、
町
総
合
運
動
場
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
４
月
に
新
団
員
を
迎
え
、

団
員
の
土
気
高
揚
と
、
消
火
技
術
の
向

上
を
目
指
し
例
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
初
め
て
、
ポ
ン
プ
か
ら
水
を

出
し
て
、
目
前
の
標
的
を
例
す
方
法
に

変
わ
り
、
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
（
７
部
）

と
小
梨
ポ
ン
プ
の
部
（
８
部
）
が
、
消

火
技
術
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

団

体成

　績

・
乙
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部

優
　
勝
　
第
２
分
団
第
１
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
呈
稲
葉
地
区
）

準
優
勝
　
第
３
分
団
第
１
部

　
（
北
小
林
・
安
塚
・

　
　
　
　
　
　
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
地
区
）

三
　
位

-

第２分団第１部の皆さん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
羽
生
田
地
区
）

　
小
型
ポ
ン
プ
の
部

優
　
勝
　
第
１
分
団
第
３
部

　
（
万
町
・
上
新
町
・
下
馬
木
・
西
高
野
）

準
優
勝
　
第
２
分
団
第
４
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
和
田
地
区
）

三
　
位
　
第
２
分
団
第
５
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
下
稲
葉
地
区
）

個
　
人
（
優
良
賞
）

　
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部

・
指
揮
者
　
小
林
秀
男
（
３
－
５
）

・
１
番
長
　
荒
川
　
純
（
２
－
１
）

・
２
番
長
　
大
場
三
郎
（
２
－
士

・
３
番
長
　
遠
山
文
男
（
２
－
１
）

・
４
番
長
　
山
日
通
男
（
２
－
３
）

　
小
型
ポ
ン
プ
の
部

・
指
揮
者
　
安
納
正
志
（
２
－
４
）

・
１
番
長
　
鈴
木
康
之
（
２
１
４
）

・
２
番
長
　
戸
崎
勝
巳
（
１
－
５
）

・
３
番
員
　
高
山
明
男
（
１
－
３
）

第１分団第３部の皆さん

交
通
ル
ー
ル
を
学
ぼ
う

　
　
　
　
交
通
安
全
教
育
車
「
マ
ロ
ニ
エ
号
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
2
9
日
～
３
１
口
に
か
け
て
当
町
に
訪
れ

ヤ

模擬信号で横断歩道を渡る

　
園
児
に
交
通
ル
ー
ル
を
学
ん
で
も
ら

お
う
と
、
県
の
交
通
安
全
教
育
車
が
５

安全運転講習会で

運転技術を

　　ヂエレタこクlj

　
壬
生
自
動
車
学
校
で
は
、
春
の
交
通

安
全
運
動
に
併
せ
て
学
校
の
Ｉ
ロ
開
放

を
行
い
、
安
全
運
転
講
習
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
受
講
者
は
自
動
車
学
校
の
先

生
に
つ
い
て
、
運
転
行
動
の
実
技
、
応

-

ま
し
た
。

　
と
お
り
ま
ち
、
い
な
ば
、
や
す
づ
か

保
育
園
を
会
場
に
行
っ
た
交
通
安
全
教

室
で
は
、
指
導
員
の
お
姉
さ
ん
と
腹
話

術
人
形
の
「
シ
ン
ち
ゃ
ん
」
の
お
話
を

聞
い
た
り
、
映
画
を
見
た
り
し
ま
し
た
。

ま
た
、
園
庭
に
模
擬
交
差
点
を
作
り
、

信
号
に
従
っ
た
横
断
歩
道
の
渡
り
方
な

ど
を
学
び
ま
し
た
。

　
園
兄
達
は
、
青
信
号
に
な
る
と
左
右

を
何
度
も
確
認
し
、
先
生
と
一
緒
に
手

を
挙
げ
て
横
断
し
ま
し
た
。

気をひき締めて実技にトライ

急
救
護
、
運
転
適
正
診
断
を
行
い
運
転

技
術
を
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
講
習
で
、
一
人
ひ
と
り
が
正
し

い
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
再
確
認
し

ま
し
た
。
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西
高
野
の
三
上
さ
ん

下
都
賀
郡
ス
ポ
ー
ツ

教
育
功
労
賞
を
受
賞

町長室を訪れた三上さん

　
壬
生
町
少
年
剣
道
教
室
師
範
の
三
上

義
市
さ
ん
が
、
こ
の
ほ
ど
下
都
賀
郡
体

育
協
会
ス
ポ
ー
ツ
教
育
功
労
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　
三
上
さ
ん
は
、
地
元
に
少
年
剣
道
教

室
を
創
設
し
、
以
来
3
0
年
間
、
剣
道
の

指
導
を
通
じ
青
少
年
の
健
全
育
成
と
町

の
剣
道
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

一結果－゛え犬

第
３
回
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
　
　
5
8
名
で
腕
を
競
う

　
第
３
回
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
が
５
月
1
2
目
、
町
総
合
運
動
場
で
5
8

優
勝
の
佐
々
木
さ
ん
（
右
）
田
中
さ
ん
（
左
）

ゲートボール大会出選者の皆さん

名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

成
　
績

　
男
子

　
優
　
勝
　
佐
々
木
茂
生

　
準
優
勝
　
服
部
　
俊
彦

　
第
３
位
　
吉
田
　
　
稔

　
第
４
位
　
小
見
　
俊
夫

　
第
５
位
　
戸
崎
　
光
男

準優女
優　　子
勝勝

第
３
位

第
４
位

第
５
位

田
中
　
ヨ
シ

山
崎
　
綾
子

泉
水
キ
ヨ
イ

田
中
ト
ヨ
子

小
平
　
テ
ル

-

みごと準優勝
　ﾆﾆ　　　ﾀﾞ　ﾆﾆ　　　　　　　　侈とaり

ぶ雅河原咀沿＝なり

第53回下都賀郡民体育祭

　ゲートボール大会

：

－

－

－

－

－

　
第
5
3
回
下
都
賀
郡
民
体
育
祭
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
５
月
９
日
、
国
分
寺
運

動
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
は
下
都
賀
郡
内
の
各
町
代
表
２

チ
ー
ム
、
計
1
6
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
行

わ
れ
、
壬
生
町
Ａ
チ
ー
ム
は
惜
し
く
も

予
選
リ
ー
グ
で
敗
退
し
ま
し
た
が
、
壬

生
町
Ｂ
チ
ー
ム
が
み
ご
と
に
、
準
優
勝

い
た
し
ま
し
た
。

　
　
…
…
…
…
・
‐
‐
－
－
－
－
－

　
毎
年
、
皆
様
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
壬
生
町
黒
川
の
里
ふ
れ
あ
い

プ
ー
ル
は
、
今
年
は
７
月
Ｈ
目
（
古

か
ら
開
設
し
ま
す
。

開
設
期
間

　
７
月
1
4
日
（
土
）
～
９
月
２
日
（
日
）

開
設
時
間

　
午
前
９
時
～
午
後
６
時

利
用
料
金
（
―
人
１
回
に
つ
き
）

　
一
　
　
　
般
　
　
　
　
７
０
０
円

　
小
・
中
学
生
　
　
　
　
４
０
０
円

　
ロ
ッ
カ
ー
使
用
料
　
　
１
０
０
円

問
合
せ
先

　
開
設
期
間
中

黒
川
の
里
ふ
れ
あ
い
プ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
昔
8
2
－
９
４
７
６

期
間
以
外

町
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
諜

　
　
　
　
　
　
　
昔
加
工
２
３
４
５
　
９



た
だ
い
ま

手話で練習の成果を披露

午手話と手遊びで

　充実した毎日

壬生高ＪＲＣ部

　
エ
生
高
Ｊ
Ｒ
Ｃ
部
は
、
現
在
３
年
生

1
5
名
、
２
年
生
６
名
、
１
年
生
1
4
名
の

計
3
5
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
校
内
で
は
月
１
回
、
藤
井
橋
か
ら
壬

生
駅
ま
で
の
通
学
路
清
掃
や
、
本
校
卒

業
の
先
輩
か
ら
月
１
・
２
回
手
話
を
教

え
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
手
話
の
練

習
の
成
果
は
部
活
動
紹
介
や
文
化
祭
で

披
露
し
て
い
ま
す
。
他
に
は
休
日
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
く
時
の
た
め
の
準
備

と
し
て
、
ど
ん
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

が
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
か
な
ど
の
研
究

心 ’

と
制
作
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
校
外
で
の
活
動
と
し
て
は
、
北
小
林

の
「
し
も
つ
け
荘
」
「
み
な
と
荘
」
　
へ

第
３
土
曜
日
に
う
か
が
い
、
歌
や
手
遊

び
な
ど
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
一
緒

に
楽
し
ん
で
、
そ
の
後
の
お
や
つ
の
手

伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
の
「
青
年
サ
ー
ク
ル
」
と
も

月
１
回
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ

玉
父
流
を
し
て
い
ま
す
。
栃
木
養
護
学

校
と
は
運
動
会
や
文
化
祭
、
七
夕
、
新

年
会
の
交
流
が
あ
り
ま
す
。
学
校
の
ご

厚
意
で
交
流
前
に
学
習
会
が
あ
る
た
め
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
も
分

か
り
、
毎
回
と
て
も
楽
し
み
で
す
。
ま

た
町
の
催
し
物
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
最
近
で
は
藤
井

で
行
わ
れ
た
「
ふ
く
べ
の
里
は
な
ま
つ

り
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
同
じ
高
校
生

と
は
月
１
回
、
中
部
地
区
合
同
の
宇
都

宮
市
ハ
幡
山
清
掃
で
交
流
を
し
て
い
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
な
充
実
し
た
毎
日
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
Ｊ
Ｒ
Ｃ
部
を

築
い
て
こ
ら
れ
た
先
輩
方
と
、
い
つ
も

温
か
く
見
守
り
支
え
て
下
さ
っ
た
地
域

の
方
々
の
お
か
げ
で
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
様
々
な
活
動
を
通

し
、
共
に
喜
ん
だ
り
、
悩
ん
だ
り
し
な

が
ら
部
員
一
丸
と
な
り
、
少
し
ず
つ
成

長
し
て
い
け
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　　社会人(No｡21》

足利銀行壬生支店

　久保田有子さん

　
足
利
銀
行
壬
生
支
店
は
昭
和
2
5
年
に
　
　
て
い
ま
す
。
就
職
し
て
初
め
て
の
転
勤

開
業
以
来
、
地
域
の
金
融
機
関
と
し
て
　
　
で
も
あ
り
不
安
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、

壬
生
町
の
発
展
と
共
に
地
元
の
皆
様
と
　
　
壬
生
支
店
の
同
僚
や
、
何
よ
り
地
元
の

歩
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
現
在
、
行
員
　
　
お
客
様
に
支
え
ら
れ
て
す
っ
か
り
こ
の

は
2
8
名
。
預
金
の
出
し
入
れ
か
ら
、
外
　
　
お
店
に
も
馴
染
ん
で
き
ま
し
た
。

回
り
の
営
業
、
融
資
、
外
為
と
幅
広
い
　
　
　
融
資
係
と
し
て
仕
事
を
し
て
い
て
一

業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
番
嬉
し
い
こ
と
は
、
相
談
に
来
ら
れ
た

　
壬
生
支
店
の
来
店
客
数
は
１
口
約
　
お
客
様
に
ご
希
望
通
り
の
ご
融
資
が
出

１
。
０
０
０
入
か
ら
１
。
２
０
０
人
。
平
　
　
来
た
時
と
、
ご
返
済
の
終
わ
っ
た
お
客

成
1
3
年
２
月
か
ら
は
受
付
方
法
も
変
わ
　
　
様
か
ら
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
担

り
、
受
付
の
公
平
化
と
お
待
ち
時
間
の
　
　
保
抹
消
の
手
続
き
を
す
る
時
で
す
。
と

短
縮
が
実
現
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
シ
ス
　
　
の
こ
と
。

テ
ム
は
足
利
銀
行
全
体
で
取
り
組
ん
で
　
　
　
昨
年
、
創
立
5
0
周
年
を
迎
え
、
数
あ

お
り
、
順
次
全
店
で
実
施
さ
れ
て
い
く
　
　
る
足
利
銀
行
の
本
支
店
の
中
で
も
歴
史

予
定
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
あ
る
壬
生
支
店
。
今
後
と
も
地
元
の

　
さ
て
、
今
回
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
久
　
皆
様
の
金
融
の
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

保
田
有
子
さ
ん
は
、
平
成
1
2
年
８
月
に
　
　
て
お
力
に
な
れ
る
よ
う
、
行
員
一
同
努

小
金
井
支
店
か
ら
当
店
に
転
勤
と
な
り
、
　
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

融
資
の
窓
口
業
務
、
主
に
個
人
向
け
住
　
　
願
い
中
し
上
げ
ま
す
。

宅
ロ
ー
ン
や
車
の
ロ
ー
ン
等
を
担
当
し
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パ
ッ
テ
ワ
ー
ク
は
限
界
の
な
い
芸

術
で
、
歴
史
を
調
べ
て
い
く
と
奥
が

深
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
パ
タ
ー
ン
に
も

意
昧
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
深
津
さ
ん
の
作
品
は
『
ア
メ
リ
カ

ン
パ
ッ
テ
ワ
ー
ク
』
と
い
う
そ
う
で

す
が
、
無
地
や
プ
リ
ン
ト
柄
の
生
地

で
柄
の
パ
タ
ー
ン
を
組
み
合
わ
せ
て

作
っ
た
布
と
、
裏
布
の
問
に
薄
く
わ

た
を
入
れ
縫
い
合
わ
せ
た
形
を
し
て

い
ま
す
。
作
品
は
ベ
ッ
ト
カ
バ
ー
や

壁
掛
け
、
バ
ッ
ク
な
ど
の
小
物
類
が

ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
生
活
の
中
で
使
っ

て
い
く
た
び
に
風
合
い
が
出
て
く
る

そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
布
に
も
専
門
の
生
地
が
あ
っ

て
、
ミ
シ
ン
用
と
は
材
質
の
違
う

「
リ
バ
テ
ィ
」
と
い
う
生
地
を
使
用
し

て
い
ま
す
。

イギリスの展示会に出品し入賞した作品

　
ベ
ッ
ト
カ
バ
ー
や
壁
掛
け
の
様
な

大
き
い
物
で
も
す
べ
て
手
縫
い
に
よ

り
２
～
３
ヶ
月
で
作
り
上
げ
、
２
年

に
１
回
ほ
ど
、
講
座
の
仲
間
遠
と
展

示
会
に
出
品
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

さ
ら
に
イ
ギ
リ
ス
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
で
行
わ
れ
た
展
示
会
で
入
賞
し
、

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
専
門
誌
に
も
作
品

が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
は
色
合
い
に
よ
っ

て
個
性
が
わ
か
っ
て
し
ま
う
ら
し
く
、

こ
の
イ
メ
ー
ジ
を
な
ん
と
か
変
え
ら

れ
な
い
か
と
思
案
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
し
た
。

生活の中で風合いがます

　　　　ﾉ………/jjlyj……j･.･.･Z一万･7i｡ッチワーク

　緑町一丁目　深津幸子さん

　ふX

t!s

’こ「

　
　
　
短
　
　
歌

意
皿
て
て
街
を
閑
歩
せ
し
ハ
イ
ヒ
ー
ル

箱
に
ま
と
め
て
廃
棄
物
と
す

う
つ
そ
う
と
森
陰
写
す
鏡
田
は

ふ
け
ゆ
く
夜
の
し
ず
け
さ
に
入
る

説
得
し
夫
と
ふ
た
り
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

飼
猫
ま
で
が
つ
い
て
来
る
な
り

文
化
協
会
文
芸
部
選

鈴
木
佳
世
子

荒
川

綾
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
野
カ
ズ
子

　
子
供
の
日
玩
具
売
場
は
賑
お
い
て

　
内
科
の
医
師
も
父
親
の
顔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
原
　
昌
子

　
　
　
　
俳
　
　
　
句

　
大
役
を
つ
と
め
果
し
て
春
う
ら
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
よ
も
ぎ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

和
久
井
　
香

　
す
れ
違
う
お
う
な
蓬
の
香
を
の
こ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
原
　
早
苗

　
新
し
き
地
下
た
び
に
踏
む
蕗
の
と
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
沢
　
ツ
ヤ

　
幼
き
目
の
野
遊
び
恋
う
る
菜
飯
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
井
　
茂
夫

婉
‐
お
詫
び
と
訂
正

　
５
月
号
俳
句
「
地
下
道
へ
人
沈
み
ゆ
く
春
疾
風
」
は
菊
地
ア
ヤ
さ
ん
の
作
品
で
し
た
。

　
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

※
昭
和
5
6
年
よ
り
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
「
文
芸
」
は
、
６
月
号
を
も
っ
て
終
了
さ
せ

　
て
い
た
だ
き
ま
す
。
長
い
間
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
芸
部

11



まちのわだい

藤井農産物直売所ふくべの里

県道宇都宮栃木線沿いにオープン

した農産物直売所プンオ

　
藤
井
農
産
物
直
売
所
ふ
く
べ
の
里
が

県
道
宇
都
宮
栃
木
線
沿
い
（
壬
生
甲
宇

東
原
）
に
４
月
９
１
］
日
オ
ー
プ
ン
し
、
こ

れ
に
先
立
ち
同
地
で
関
係
者
5
0
人
が
参

加
し
て
落
成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
直
売
所
は
、
ふ
る
さ
と
ル
ネ
ッ

ゴ
ル
フ
ァ
ー
等
の
協
力
で

　
　
公
共
施
設
の
緑
化
推
進

ヽ 一

保健福祉センターに植樹

サ
ン
ス
推
進
事
業
の
一
環
と
し
て
、
町

と
県
の
補
助
を
受
け
整
備
し
て
い
た
も

の
で
、
木
造
平
屋
建
て
、
延
べ
床
面
積

約
卯
ｍ
の
施
設
で
す
。
地
元
産
の
大
根

や
ネ
ギ
、
ト
マ
ト
、
ニ
ン
ジ
ン
等
の
野

菜
の
ほ
か
花
、
干
瓢
、
ふ
く
べ
細
工
等

を
販
売
し
ま
す
。

　
藤
井
農
産
物
直
売
所
ふ
く
べ
の
里
は

平
成
７
年
、
藤
井
直
売
所
を
拠
点
と
し

て
発
足
し
、
以
後
六
美
や
お
も
ち
ゃ
の

ま
ち
、
睦
っ
干
の
森
に
開
設
、
４
か
所

で
営
業
し
て
い
ま
し
た
。
今
後
は
、
新

規
直
売
所
の
開
設
に
よ
っ
て
藤
井
直
売

所
と
２
か
所
で
営
業
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
（
定
休
日
：
月
曜
と
木
曜
、
営
業
時
間

　
午
前
1
0
時
～
午
後
６
時
）

　
　
（
社
）
栃
木
県
緑
化
推
進
委
員
会
で

は
、
栃
木
県
内
の
ゴ
ル
フ
場
・
ゴ
ル
フ
ァ
ー

の
協
力
を
得
て
、
公
共
施
設
の
緑
化
を

推
進
し
、
緑
化
思
想
の
高
揚
を
図
っ
て

い
ま
す
。
対
象
と
な
る
施
設
は
、
学
校

や
公
園
、
公
立
病
院
、
社
会
福
祉
施
設

等
の
社
会
公
共
的
施
設
で
、
樹
木
林
の

造
成
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
壬
生
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
ア
メ
リ
カ
ハ
ナ
ミ
ズ
牛
や
や
リ
ュ
ウ

キ
ュ
ウ
ツ
ツ
ジ
を
植
栽
し
、
四
季
折
々

に
花
を
楽
し
め
る
よ
う
に
整
備
し
ま
し

た
。

田
山
川
沿
い
に
桜
の
菌
木
を
植
え
る

　
　
　
下
稲
葉
西
部
土
地
改
良
区

将来を楽しみに苗を植える

　
緑
化
の
普
及
啓
発
を
ね
ら
い
と
し
て
、

下
稲
葉
西
部
土
地
改
良
区
（
中
嶋
正
理

事
長
）
で
は
、
４
月
2
8
2
9
目
の
両
日

地
元
土
地
改
良
区
内
を
流
れ
る
田
山
川

　
　
　
　
　
精
忠
神
社
改
修

心-‘

改修された精出神社

沿
い
約
２
キ
ロ
区
間
に
、
シ
ダ
レ
ザ
ク

ラ
と
オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
苗
木
を
植
え

つ
け
ま
し
た
。

　
苗
木
は
、
町
緑
化
推
進
委
員
会
か
ら

提
供
を
受
け
た
も
の
で
、
総
数
2
1
0
本
を

釜
ケ
渕
、
原
坪
、
鹿
島
の
３
自
治
会
か

ら
約
1
0
0
人
が
参
加
し
て
、
自
治
会
ご
と

に
割
り
当
て
ら
れ
た
区
間
で
作
業
を
行

い
ま
し
た
。

　
中
嶋
理
事
長
は
、
「
ま
た
、
来
年
も

実
施
し
、
将
来
は
北
は
金
崎
、
南
は
思

川
ま
で
区
間
を
伸
ば
し
、
皆
で
花
見
が

で
き
る
よ
う
に
し
た
い
」
と
抱
負
を
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

竣
工
を
報
告

　
鳥
居
元
忠
公
が
祭
ら
れ
て
い
る
精
忠

神
社
の
改
修
工
事
が
完
成
し
、
氏
子
や

鳥
居
会
、
関
係
者
が
参
列
し
て
竣
工
報

告
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
約
1
5
0
年
ぶ
り
に
行
わ
れ
た
改
修
で
は

本
殿
、
拝
殿
、
唐
門
の
修
理
と
屋
根
の

吹
き
替
え
の
他
、
元
忠
公
が
亡
く
な
っ

た
伏
見
城
の
畳
を
祭
っ
た
畳
塚
の
改
修

や
神
輿
舎
を
改
築
し
ま
し
た
。

　
竣
工
報
告
祭
で
は
、
神
事
が
行
わ
れ

た
ほ
か
、
記
念
植
樹
や
、
祈
念
碑
の
除

幕
式
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
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まちのわだい地域の話題などをお寄せください

五穀豊穣を願って「お田植祭」

事▲神

　
七
ツ
石
の
早
乙
女
茂
生
さ
ん
宅
の
田

ん
ぼ
で
、
５
月
1
3
日
豊
作
を
祈
願
す
る

ア
グ
リ
メ
イ
ト
ク
ラ
プ
活
動
で

サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
植
え

手を泥だらけにしての苗植え

　
県
が
事
業
主
体
と

し
て
平
成
Ｈ
年
度
か

ら
進
め
て
い
る
、
ア

グ
リ
メ
イ
ト
ク
ラ
ブ

活
動
支
援
事
業
が
壬

生
束
小
学
校
児
童
に

よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
小

学
生
に
農
作
業
や
作

物
の
栽
培
を
通
し
、

農
業
の
魅
力
や
農
村

の
役
割
を
知
っ
て
も

ら
い
、
農
業
に
対
す

　
「
お
田
植
祭
」
が
、
東
京
池
袋
の
木
川

神
社
禰
宜
山
内
学
さ
ん
や
、
氏
子
（
崇

敬
会
）
5
5
入
の
手
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
神
事
は
、
同
神
社
の
Ｈ
月
に
行

わ
れ
る
新
嘗
祭
に
献
上
す
る
コ
メ
を
作

る
た
め
で
、
早
乙
女
さ
ん
の
長
男
の
和

弘
さ
ん
と
山
内
さ
ん
が
、
大
学
の
同
級

生
だ
っ
た
こ
と
や
、
同
じ
神
職
に
就
い

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
実
現
し
、
今
年

で
４
回
目
に
な
る
そ
う
で
す
。

　
田
ん
ぼ
の
端
に
こ
し
ら
え
た
祭
壇
で

は
、
祝
詞
奏
上
や
田
植
え
の
儀
、
玉
串

奉
寞
等
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
参
列
者
は

そ
れ
ぞ
れ
田
ん
ぼ
に
入
り
、
慣
れ
な
い

手
つ
き
で
苗
を
植
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
近
く
の
い
ち
ご
畑
で
い
ち
ご

狩
り
を
楽
し
ん
だ
あ
と
、
鹿
沼
の
古
峯

神
社
に
正
式
参
拝
に
向
か
い
ま
し
た
。

る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
が
目
的

で
す
。
六
美
ふ
れ
あ
い
農
園
に
集
ま
っ

た
児
童
達
は
、
下
都
賀
農
業
振
興
事
務

所
職
員
や
、
地
元
農
業
委
員
、
六
美
ふ

れ
あ
い
農
園
管
理
組
合
員
の
指
導
に
よ

り
、
ベ
ニ
ア
ズ
マ
や
ア
ヤ
ム
ラ
サ
キ
等

の
サ
ツ
マ
イ
モ
の
債
を
植
え
ま
し
た
。

　
秋
に
は
収
穫
祭
が
行
わ
れ
、
収
穫
品

の
コ
ン
ク
ー
ル
や
、
わ
ん
ぱ
く
農
業
博

士
号
の
認
定
な
ど
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
収
穫
祭
ま
で
の
農
園
管
理
は
、

児
童
や
職
員
を
は
じ
め
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
行
い
ま
す
。

～ ／

佩性ヴ;づくり
タ

ア ‘

5/19　羽生田地区

〈はにしの里バーベキュー大会〉

5 /20　藤井地区

　　〈ふくべの里花まつり〉

5/27　福和田地区

〈古代の里パンジーまつり〉
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塞翁瞰海峡壽草

　
４
月
2
8
目
、
2
9
目
付
け
で
、

平
成
1
3
年
の
春
の
叙
勲
、
褒
章

受
章
者
が
発
表
さ
れ
、
本
町
か

ら
早
川
悦
子
さ
ん
（
舟
町
）
が
、

永
年
に
わ
た
る
調
停
委
員
と
し

て
の
功
績
に
よ
り
勲
五
等
瑞
宝

章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
き
の
こ
産
業
界
か
ら
、

業
務
精
励
に
よ
り
塩
沢
　
弘
さ

ん
　
（
城
東
町
）
が
黄
綬
褒
章
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。
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塩
沢
氏
は
昭
和
2
6
年
か
ら
食
用
き
の

こ
種
菌
製
造
業
に
携
わ
り
、
以
後
5
0
年

間
、
日
本
の
食
用
き
の
こ
産
業
の
振
興

に
尽
力
し
つ
つ
、
食
用
き
の
こ
の
普
及
・

啓
蒙
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
1
0
年
よ
り
、
全
国
食
用

一

早川悦子氏

　
早
川
氏
は
、
薬
剤
師
の
職
業
の
傍
ら
、

昭
和
3
9
年
か
ら
3
6
年
間
、
宇
都
宮
地
方

裁
判
所
栃
木
支
部
の
調
停
委
員
を
努
め

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
、
人
生
の
岐
路

に
た
っ
た
人
だ
ち
か
ら
色
々
学
ぶ
こ
と

が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
。

　
「
気
」
や
「
カ
イ
ロ
プ
フ
ク
テ
ィ
ッ
ク
」

を
修
得
し
、
施
設
長
と
し
て
勤
務
し
て

い
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
者

と
と
も
に
、
老
人
が
持
っ
て
い
る
ノ
ウ

ハ
ウ
を
い
か
し
て
老
後
を
楽
し
く
つ
ど

え
る
よ
う
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
5
4
年
か
ら
６
回
、
紺
綬
褒
章
を

受
章
、
ま
た
平
成
６
年
に
最
高
裁
長
官

表
彰
等
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

塩沢　弘氏

き
の
こ
種
菌
協
会
会
長
を
務
め
ら
れ
、

平
成
1
2
年
に
、
農
林
水
産
大
臣
表
彰
を

受
賞
。
産
業
界
全
体
の
発
展
に
寄
与
し

て
来
ら
れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
も
の

で
す
。

1平成12年国1勢丿調1査ﾌﾟｬjjﾉﾉ………ﾉ……j………]lj‘

　　指導員青木荘一さん

　　　総務大臣表彰を受ける

　
平
成
１
９
一
年
国
勢
調
査
で
、
指
導
員
の
青
本
荘
一
さ

ん
が
、
５
月
Ｈ
日
県
公
館
大
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た

伝
違
式
に
お
い
て
、
総
務
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
青
木
さ
ん
は
、
永
年
国
勢
調
査
に
携
わ
り
、
統
計

調
査
業
務
遂
行
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
各
種
統
計

調
査
に
も
尽
力
し
、
統
計
思
想
の
普
及
に
寄
与
す
る

等
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

沖
縄
の
篤
志
家

　
　
　
　
教
育
振
興
の
た
め
に
寄
付

　
沖
縄
市
在
住
の
篤
志
家
、
上
原
清
善

さ
ん
（
8
2
）
が
、
こ
の
た
び
町
を
訪
れ
、

奨
学
資
金
と
し
て
2
0
万
円
を
寄
付
さ
れ

ま
し
た
。
上
原
さ
ん
か
ら
は
、
今
年
３

月
に
も
「
学
習
教
材
に
使
っ
て
ほ
し
い
」

-

粂川収入役より感謝状を贈呈

と
の
趣
旨
で
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
2
0
袋
二

袋
1
0
㎏
）
が
町
教
育
委
員
会
に
届
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
町
内
含
小
学
校
に
配
ら

れ
た
サ
ト
ウ
キ
ビ
は
小
分
け
し
て
児
童

に
配
布
さ
れ
、
児
童
の
中
に
は
砂
糖
の

原
料
と
な
る
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
か
じ
っ
て

み
た
り
、
差
し
芽
を
し
て
観
察
し
た
り

し
て
い
ま
す
。

　
上
原
さ
ん
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
全
国
市
町
村
に
サ
ト
ウ
キ
ビ
や
寄
付

金
を
贈
る
活
動
を
続
け
、
平
和
教
育
の

推
進
を
訴
え
、
各
市
町
村
か
ら
た
く
さ

ん
の
感
謝
状
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
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八
坂
祭
（
み
こ
し
、
屋
台
運
行
）
に
伴
う

　
　
　
　
　
　
　
　
交
通
規
制
の
ご
案
内

　
お
囃
子
を
奏
で
る
屋
台
や
、
力
強
く

掛
け
声
も
勇
ま
し
い
み
こ
し
が
練
り
歩

き
大
勢
の
人
で
賑
わ
う
ハ
坂
祭
が
、
今

年
も
執
り
行
わ
れ
ま
す
。
み
こ
し
、
屋

台
運
行
に
伴
い
、
蘭
学
通
り
夭
通
り
）

は
交
通
規
制
さ
れ
、
全
面
通
行
止
め
と

な
り
ま
す
。

　
規
制
区
間
　
地
図
の
通
り

　
規
制
日
時
　
７
月
Ｈ
目
（
土
）

　
　
　
　
　
　
７
月
１
５
目
（
目
）

珍珍菓匯｣｢齢削剛れ｣

老齢基礎年金の

　繰り上げ請求は慎重に

　
　
　
　
　
　
１
９
時
3
0
分
～
2
1
時
3
0
分

誰
出
御
祭

　
　
７
月
７
口
（
土
）
1
8
時
か
ら

言
み
こ
し
・
屋
台
渡
御

　
　
７
月
1
4
口
（
土
）
1
7
時
か
ら

　
　
７
月
1
5
口
（
口
）

　
　
　
　
　
　
　
1
5
時
4
0
分
か
ら

言
還
御
祭

　
　
７
月
１
６
口
（
月
）
1
8
時
か
ら

　
国
民
年
金
の
老
齢
基
礎
年
金
は
6
5
歳
か
ら
の
受

給
が
原
則
で
す
が
、
本
人
の
希
望
に
応
じ
て
6
0
訳

か
ら
6
4
訳
の
間
で
も
受
給
（
繰
り
上
げ
請
求
）
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
し
か
し
、
繰
り
上
げ
請
求
を
す
る
と
請
求
し
た

年
齢
に
応
じ
て
減
額
さ
れ
、
生
涯
そ
の
支
給
率
は

変
わ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
逆
に
6
5
歳
以
降
に
受
給

開
始
の
時
期
を
延
ば
し
、
年
齢
に
応
じ
て
加
算
さ

れ
た
額
言
受
給
（
繰
り
下
げ
請
求
）
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
（
図
工
参
照
）

　
な
お
、
繰
り
上
げ
請
求
を
し
た
場
合
、
以
下
の

よ
う
な
制
限
が
生
じ
ま
す
の
で
、
慎
重
に
考
え
て

か
ら
請
求
し
ま
し
ょ
う
。

○
厚
生
年
金
立
ハ
済
年
金
の
特
別
支
給
の
老
齢
厚

　
生
（
退
職
）
年
金
が
、
6
5
歳
ま
で
支
給
停
止
に

交通規制区間

W /

　
な
り
ま
す
。

○
就
職
し
て
厚
生
年
金
保
険
等
に
加
入
す
る
と
、

　
加
入
し
て
い
る
間
、
老
齢
基
礎
年
金
が
支
給
停

　
止
に
な
り
ま
す
。

○
繰
り
上
げ
請
求
後
、
万
が
一
、
病
気
や
ケ
ガ
等

　
に
よ
り
障
害
が
残
っ
た
場
合
で
も
、
障
害
基
礎

　
年
金
は
受
給
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
事
後
重
症

　
に
よ
る
障
害
年
金
も
受
給
で
き
ま
せ
ん
。

○
繰
り
上
げ
請
求
後
に
遺
族
厚
生
年
金
等
を
受
け

　
る
権
利
が
で
き
た
場
合
で
も
、
6
5
歳
に
な
る
ま

　
で
の
間
は
、
ど
ち
ら
か
一
つ
の
年
金
し
か
受
給

　
で
き
ま
せ
ん
。
6
5
歳
か
ら
は
両
方
受
け
ら
れ
ま

　
す
が
、
老
齢
厚
生
年
金
の
支
給
率
は
従
前
の
ま

　
ま
で
す
。

○
寡
婦
年
金
を
受
け
る
権
利
が
な
く
な
り
ま
す
。

●昭和16年４月２日以降に生まれた人の繰上げ・繰下げの支給率　平成13年４月から（数字は％）（図１）

逼ソ Ｏ力月 １ヵ月 ２ヵ月 ３ヵ月 ４ヵ月 ５ヵ月 ６ヵ月 ７ヵ月 ８ヵ月 ９ヵ月 10ヵ月 11ヵ月

繰上げ

　支給

60歳 70 70.5 71 71.5 72 72.5 73 73.5 74 74.5 75 75.5

61歳 76 76.5 77 77.5 78 78.5 79 79.5 80 80.5 81 81.5

62歳 82 82.5 83 83.5 84 84.5 85 85.5 86 86.5 87 87.5

63歳 88 88.5 89 89.5 90 90.5 91 91.5 92 92.5 93 93.5

64歳 94 94.5 95 95.5 96 96.5 97 97.5 98 98.5 99 99.5

65歳 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100

繰下げ

　支給

66歳 108.4 109.1 109.8 110.5 １１１．２ １１１．９ 112.6 113.3 114 １１４．７ 115.4 １１６．１

67歳 116.8 117.5 １１８．２ 118.9 １１９．６ 120.3 121 121.7 122.4 123.1 123.8 124.5

68歳 125.2 125.9 126.6 127.3 128 128.7 129.4 130.1 130.8 131.5 132.2 132.9

69歳 133.6 134.3 135 135.7 136.4 137.1 137.8 138.5 139.2 139.9 140.6 141.3

70歳 142

繰下げ請求をした場合

066歳９ヵ月で老齢基礎年金を請求した場合

　804,200円×114.7％≒922,400円

＠67歳３ヵ月で老齢基礎年金を請求した場合

　804,200円×118.9％≒956,200円

繰上げ請求をした場合

060歳６ヵ月で老齢基礎年金を請求した場合

　804,200円×73％≒587,100円

＠63歳８ヵ月で老齢基礎年金を請求した場合

　804,200円×92％≒739,900円
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一
級
河
川
黒
川
に
架
か
る
東
雲
橋
の

架
け
替
え
工
事
が
完
了
し
、
５
月
3
0
日

に
開
通
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
国
道
３
５
２
号
は
、
町
の
中
心
市
街

地
を
横
断
し
、
直
角
曲
が
り
や
、
見
通

し
の
悪
い
交
差
点
、
狭
い
道
幅
な
ど
の

箇
所
が
多
く
、
県
で
は
交
通
の
安
全
確

保
や
、
慢
性
的
な
交
通
渋
滞
の
解
消
の

た
め
に
、
平
成
６
年
度
よ
り
東
雲
橋
の

架
け
替
え
を
含
め
た
、
ミ
ニ
バ
イ
パ
ス

道
路
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
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さ
ら
に
、
平
成
1
1
年
７
月
の
豪
雨
に

よ
り
、
車
吉
橋
が
落
橋
し
片
側
交
互
通

行
を
す
る
こ
と
と
な
り
、
一
日
も
早
い

完
成
が
望
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
完
成
し
た
橋
は
、
延
長
約
１
０
２

ｍ
、
幅
員
2
0
ｍ
、
車
道
幅
は
1
1
ｍ
で
片

側
示
線
、
歩
道
幅
4
.
5
ｍ
で
左
右
に
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
開
通
式
で
は
、
県
や
町
な
ど
の
関
係

者
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や
く
す
王
開
き
を

行
っ
た
後
、
壬
生
中
学
校
吹
奏
楽
節
の

演
奏
と
と
も
に
、
関
係
者
や
地
元
住
民

ら
が
渡
り
初
め
を
行
い
、
開
通
を
祝
い

ま
し
た
。

-

▲チェン・サ▲フィリップ･ジュジアーノ

10月21日（日）午後６時30分　開演

壬生中央公民館大ホール（城址公園ホール）

全席指定　3,000円

時

場
料

日
会

入場

　※入場券は、７月５出水)から壬生中央公民館、稲葉・

　　南犬飼出張所、町施設振興公社で取り扱います。

問合せ先　壬生中央公民館�82－0108

　
　
　
　
安
可
　
付

◆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
　
　
　
　
　
言
数
字
は
寄
付
回
数
）

匿
名
①
　
　
　
　
　
　
　
　
2
0
万
円

メ
と
ア
ー
ー
下
都
賀
東
地
区
実
行

委
員
会
様
②
　
　
　
　
７
万
５
千
円

匿
名
③
　
　
　
　
　
　
　
　
３
万
円

◆
訂
　
正

広
報
壬
生
４
月
号
の
壬
生
町
社
会
福

祉
協
議
会
へ
の
寄
付
者
ご
芳
名
の
中

で
、
南
犬
飼
地
区
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会

様
の
寄
付
回
数
が
４
回
と
な
っ
て
お

り
ま
し
た
が
、
1
5
回
の
誤
り
で
し
た

の
で
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

壬生小６年

　　　　　まさと　菊池魚人

｢花と神社の風景｣
ｙ

　●　　　●　　　●　　　●　国　介　国　固

　民　護　民　定
　年　保　健　貢

　全　険　康　産
　　　　料　憚　税

納　　　．、　険
期亨〒普〒税号都

限月期通期　朝市

　乙笈徴笈　ご計
７ごび収び　　　圃

月　ふ｀二ふ　　税
31　　　jJ匹M

日　　心ﾊﾉ

７
月
の
納
税
等

ヽ 一

壬生小６年

　鈴木類火

剪
カ

壬
ま
小
六
羊
鈴
水
和
太
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